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【目的】 

新型コロナ感染症に十味敗毒湯が著効することを発見し、生薬構成の考察を加え報

告する。現在は保険診療の適用外処方であり、承認取得が必要。 

【方法】2021年 8月第 71回日本東洋医学会学術総会 緊急シンポジウムで発表した。 

2018 年 6 月、華岡青洲先生創薬の『十味敗毒湯』をウイルス性結膜炎に応用著効。 

2020年 1月新型コロナが中国武漢で発生。李文亮（りぶんりょう）眼科医が結膜病

変に注目。 

新型コロナウイルスは、顔の粘膜（結膜･鼻腔･口腔）気道から侵入し発病。私は皮

膚と粘膜の生理学的な知識から、皮膚に効く漢方は粘膜にも効くと推論、新型コロナ

にも有効と仮説を立てていた。 

 

症例 1 47 歳女:2020 年 10 月、発熱外来で抗原検査が陽性となり、診断直後より

『十味敗毒湯』を処方。保健所の PCR検査で翌日陽性、他病院に入院した。翌日に 38℃

から 36.2℃へ解熱。解熱と共に SpO2（経皮的動脈血酸素飽和度）が 94％から 98％へ

著明に改善。発熱 10 日後嗅覚障害（タマネギの臭い）をきたし、20 日で回復。その

後退院まで胸部 X腺･胸部 CTでコロナ肺炎を認めず酸素投与なし。21日間『軽症』隔

離。白血球 4,100、CRP（C反応性蛋白） 0.2の正常値で退院。世界初症例であった。 

症例 2 38歳男:発熱直後より『十味敗毒湯』を内服し 1日で解熱。SpO2は 98％を

維持。白血球 3,820、CRP 0.09、D ダイマー陰性で著効。発熱 7 日後に味覚障害をき

たし、40日で回復。高次中枢機能障害は眼窩前頭皮質の障害であるが、回復した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

症例 3 50 歳女:濃厚接触者として経過観察中 4 日目後に発熱。発熱当日から『十味

敗毒湯』内服。1日で 38℃から 36.4℃へ解熱。SpO2も 94％から 98％へ改善。X線･CT

にて左肺に雲状影、軽い咳はあるも全身状態は良好。『補中益気湯』を併用し漢方薬単

独で肺炎像消失、酸素・点滴なしで 2～3週で PCR 陰性となり、1カ月で後遺症なく退

院、happy hypoxia、Silent Pneumonia がみられた。自宅待機で見落とされる呼吸不

全に至りつつあったが、みごと 2 種の漢方のみで、1 ヶ月で治癒し、brain fog もき

たさず、後遺症も残さず、社会復帰した。 



【結果】 

新型コロナの急性早期には、『十味敗毒湯』内服で抗炎症･抗アレルギー作用により

1～2日で解熱著効。今後 PCR（＋）と診断したら 1～7日処方、在宅待機に推奨。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

『十味敗毒湯』は華岡青洲の創薬で江戸中期以来臨床応用され、安全性は高い。 

予算は 38円/包、安価。（1週間で約 800円） 

薬事法上『適応外処方』を『新型コロナ感染症診療

の手引き・第 5 版』P43 レムデシベル、P46 トシリ

ズマブのように特例承認が出来ないか。 

PCRで早期発見・『十味敗毒湯』で早期治療、軽い風

邪症状で治癒。肺炎やサイトカインストームを来さ

ない。ベッド不足にも有用。欧米でも歴史や地理を

超えて『日本漢方』の素晴らしさを再認識される。 

尚、漢方保険収載外しの見直しも必要。 


